
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１４年 3 月 31 日   第１４３号 

小西喜代次
信楽町勅旨 

℡  83-0765 
Fax 83-0765 

安井 直明 
土山町前野 541 

℡ 67-0147 
Fax 67-1660 

山岡 光広 
甲南町森尻 16 

℡  86-2985 
Fax 86-0415 

各会派・無所属 討論 討論 無 無

主な議案に対する各会派の態度 賛成 反対

安
井
直
明

山
岡
光
広

小
西
喜
代
次

服
部
治
男

橋
本
律
子

中
西
弥
兵
衛

辻
重
治

的
場
計
利

橋
本
恒
典

田
中
実

宍
戸
俊
夫

森
田
久
生

山
中
善
治

林
田
久
充

小
河
文
人

戎
脇
浩

土
山
定
信

森
嶋
克
己

田
中
新
人

片
山
修

竹
若
茂
國

白
坂
萬
里
子

加
藤
和
孝

田
中
将
之

谷
永
兼
二

竹
村
貞
男

鵜
飼
勲

平成２６年度一般会計予算案 市長 林田久充 安井直明 可決 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成２６年度国民健康保険特別会計予算案 市長 加藤和孝 山岡光広 可決 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成２６年度後期高齢者医療特別会計予算案 市長 中西弥兵衛 山岡光広 可決 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成２６年度介護保険特別会計予算案 市長 戎脇　浩 山岡光広 可決 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

甲賀市いじめ防止条例案 市長 田中　実 小西喜代次 可決 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

過疎対策の積極的推進を求める意見書案 橋本恒典 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本年４月からの消費税増税を中止するよう求める意見書案 安井直明 山岡光広 橋本恒典 否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

特定秘密保護法の撤廃を求める意見書案 安井直明 小西喜代次 服部治男 否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○

安心を保障する介護保険制度を求める意見書案 山岡光広 小西喜代次 橋本律子 否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●

雇用促進住宅入居者の入居継続を求める意見書案 山岡光広 安井直明 林田久充 否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

集団的自衛権行使を容認する解釈改憲を行わないことを求める
意見書案

小西喜代次 竹村・安井 森田・田中将 否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○

籾井勝人NHK会長の辞任、百田尚樹・長谷川三千子ＮＨＫ経
営委員会委員の罷免を求める意見書案

小西喜代次 山岡光広 戎脇　浩 否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

通学中の子どもたちの安全確保を求める意見書案 土山定信 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公明党

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
ら
ず

討論なし

討論なし

提出 可否

共産党 清風クラブ 市民クラブ

欠
席

○は賛成 ●は反対 

新年度予算案を審議する３月定例議会は、２月２４日から３月２６日

まで開かれました。各会派の代表質問には日本共産党から安井直明議員

団長が、また一般質問には１８人が通告。日本共産党の山岡光広、小西

喜代次議員が市民の願い実現へ積極的に発言しました。意見書や主な議

案に対する各会派の態度は以下の通り。日本共産党は議案提案権を生か

して６件の意見書を提案しました。

問 

合
併
10
周
年
を
迎
え

旧
町
の
良
さ
を
生
か
し
、
保

健
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
と
提

言
し
て
き
た
が
。 

市
長 

「
生
活
感
幸
」
の
ま

ち
づ
く
り
を
す
る
。 

問 

今
後
の
合
併
特
例
債

は
ど
こ
ま
で
使
う
か
。 

総
務
部
長 

地
域
情
報
化
、

庁
舎
建
設
、
橋
整
備
、
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
な
ど
278
億
円
を

見
込
む
。 

 
 

問 

新
年
度
、
同
和
人
権
予

算
の
見
直
し
は
ど
う
か
。 

副
市
長 

予
算
総
額
は
３

億
３
千
万
円
。
人
件
費
な
ど
６

千
400
万
円
を
削
減
し
た
。 

問 

大
企
業
の
企
業
進
出

に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額

は
ど
の
程
度
か
。 

総
務
部
理
事 

最
大
で
２

千
万
円
と
見
込
ん
だ
。 

問 

あ
い
コ
ム
甲
賀
へ
の

２
億
円
貸
付
の
条
件
等
は
。 

総
合
政
策
部
長 

工
事
の

遅
れ
な
ど
中
期
計
画
の
見
直

し
で
資
金
不
足
、
２
年
据
え
置

き
、
５
年
返
済
と
し
た
。 

問 

旧
甲
賀
病
院
跡
地
の

今
後
の
計
画
は
、
医
療
・
福
祉

な
ど
の
複
合
施
設
に
せ
よ
。 

総
合
政
策
部
長 

病
院
組

合
で
は
解
体
計
画
が
未
定
で

あ
る
。
庁
内
で
は
調
整
会
議
で

検
討
中
だ
が
、
現
段
階
で
は
白

紙
状
態
だ
。 

問 

台
風
18
号
で
被
害
が

出
た
山
柳
谷
線
の
今
後
は
。 

建
設
部
長 

応
急
的
に
対

応
し
た
が
、
法
面
は
民
地
で
あ

り
再
度
所
有
者
と
協
議
、
対
策

を
求
め
る
。 

問 

岩
上
橋
は
昨
年
12
月

議
会
か
ら
ど
う
進
展
し
た
か
。 

建
設
部
長 

老
朽
化
と
痛

み
が
進
行
、
国
庫
補
助
検
討

等
、
新
年
度
予
算
は
未
計
上
と

な
っ
た
。 

代
表
質
問
に
立
っ
た
安
井
議
員
（
写
真
）
は
、
最
初
に
く
ら
し

や
平
和
を
脅
か
す
安
倍
政
権
の
国
政
問
題
に
つ
い
て
、
４
月
か
ら

の
消
費
税
の
増
税
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
集
団
的
自
衛
権
、
基
地
、
靖
国

参
拝
な
ど
民
意
に
反
す
る
悪
政
に
対
し
、
市
長
の
所
見
を
質
し
た

が
、
消
費
税
は
大
切
な
税
源
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
反
対
、
憲
法
９
条
の
大

切
さ
を
答
弁
。
他
の
問
題
は
明
確
な
答
弁
を
避
け
ま
し
た
。
ま
た
、

合
併
10
周
年
を
迎
え
て
の
こ
れ
ま
で
の
総
括
と
新
年
度
予
算
に

つ
い
て
、
旧
甲
賀
病
院
の
跡
地
利
用
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。 

●８０歳以上高齢者・障

害者コミバス無料券 

●一日５００円フリーコ

ミバス乗車券 

●２歳半健診実施 

●住宅リフォーム助成

制度拡充 

●携帯やパソコン等小

型家電リサイクル実施 

●信楽高原鐵道復旧・

台風１８号被害対策 

●同和人権予算の削減

6400 万円 

●保育園幼稚園のエア

コン設置新年度完了 

●土山市場本線改良工

事 9200 万円 

●片山今宿間の排水路

工事 4000 万円 

●市営寺庄団地建設工

事 
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◆軽度要介護者の締め出し、◆子ども・子

育て支援制度の問題点、◆児童クラブの

待機児童対策と新法、◆特別支援を要す

る子どもの急増とこじか教室の拡充、◆

新甲賀病院に関しコミバスダイヤ改善等

 ◆災害見舞金は全被災者に支給

を、◆滞納債権の徴収は市民の立場

に立って実施を、◆ホームレスの緊

急対応を制度化、◆国道１号線名坂

信号交差点のアンダーパス化を 

 

問 

新
甲
賀
病
院
開
院
か
ら
１
年
。
①
コ
ミ
バ

ス
の
ダ
イ
ヤ
や
乗
継
券
の
改
善
。
②
雨
や
雪
の
日

は
病
院
前
バ
ス
停
の
ベ
ン
チ
が
び
し
ょ
濡
れ
、
改

善
を
。
③
市
道
山
松
尾
線
の
防
犯
灯
を
。 

総
合
政
策
部
長 

ダ
イ
ヤ
改
善
は
難
し
い
が

１
日
何
度
乗
っ
て
も
５
０
０
円
と
い
う
「
一
日
フ

リ
ー
乗
車
券
」
を
発
行
し
利
便
性
を
図
る
。
バ
ス

停
改
善
は
病
院
に
働
き
か
け
る
。 

市
民
環
境
部
長 

順
次
整
備
す
る
。 

問 

①
甲
南
希
望
ヶ
丘
小
の
「
わ
く
わ
く
」
や

甲
南
第
一
の
「
そ
ま
っ
こ
」
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機

児
童
対
策
。
②
法
改
正
に
よ
り
対
象
児
童
が
小
６

ま
で
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
対
応
は
。 

健
康
福
祉
部
長 

「
わ
く
わ
く
」
は
増
築
で
、

「
そ
ま
っ
こ
」
は
空
き
室
で
対
応
。
法
改
正
に
伴

い
条
例
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
見
直
す
。 

再
問 

施
設
改
善
は
さ
れ
た
が
、
職
員
配
置
と

夏
休
み
時
の
対
応
は
課
題
。
早
急
に
改
善
を
。 

健
康
福
祉
部
長 

対
応
す
る
。 

問 

①
特
別
支
援
を
要
す
る
子
ど
も
の
急
増
。

小
中
、
就
学
前
の
実
態
は
。
②
親
子
療
育
活
動
「
こ

じ
か
教
室
」
の
拡
充
を
。 

教
育
部
長 

特
別
支
援
学
級
は
３
１
９
名
、
通

常
学
級
で
特
別
支
援
を
要
す
る
子
ど
も
は
８
６

７
名
。
年
々
増
加
し
て
お
り
。
加
配
教
員
を
配
置

し
て
対
応
。 

健
康
福
祉
部
長 

「
こ
じ
か
教
室
」
必
要
な
見

直
し
の
時
期
に
来
て
い
る
。
今
後
の
対
応
検
討
。

 

問 

台
風
１
８
号
で
の
災
害
見
舞
金
が
、
住
み

家
で
も
市
内
に
住
民
票
が
な
い
方
や
、
店
舗
の
被

災
者
に
支
給
さ
れ
て
い
な
い
。
県
の
生
活
再
建
支

援
金
は
被
災
者
全
員
を
対
象
に
し
て
い
る
。
被
災

者
全
員
に
支
給
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

市
長 

要
綱
に
定
め
る
「
市
内
に
居
住
す
る
者

が
住
家
に
被
害
を
受
け
た
と
き
」
を
基
本
に
判
断

し
た
。
現
行
制
度
の
基
本
は
変
え
な
い
。 

問 

滞
納
の
徴
収
は
市
民
の
立
場
に
た
っ
た

執
行
が
必
要
。
差
し
押
さ
え
手
順
は
ど
う
か
。 

総
務
部
理
事 
差
押
予
告
書
は
行
っ
て
い
な

い
。
督
促
状
や
催
告
書
に
、
滞
納
処
分
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
旨
を
明
記
し
て
い
る
。 

問 

滞
納
処
分
の
「
執
行
停
止
」
の
窓
口
で
の

具
体
的
な
対
応
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。 

総
務
部
理
事 

生
活
保
護
受
給
者
と
同
等
の

生
活
状
態
に
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
執
行

停
止
を
行
う
。 

 

問 

ホ
ー
ム
レ
ス
へ
の
宿
泊
場
所
や
食
事
な

ど
緊
急
対
応
の
制
度
化
を
求
め
る
。 

健
康
福
祉
部
長 

県
が
確
保
の
緊
急
一
時
的

宿
泊
施
設
で
対
応
で
き
て
い
る
。
今
後
は
、
民
間

ア
パ
ー
ト
や
旅
館
の
協
力
な
ど
更
に
検
討
す
る
。

問 

国
道
１
号
西
名
坂
信
号
地
点
交
差
点
の

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
化
を
求
め
る
。 

建
設
部
長 

事
業
主
体
の
滋
賀
国
道
事
務
所

が
や
ら
な
い
と
決
定
し
た
。
市
独
自
で
の
ア
ン
ダ

ー
パ
ス
化
は
考
え
て
い
な
い
。 

■日本共産党「無料法律相談」開設中■ 毎月第３水曜日午後７時から（予約制）お問合せは、各議員へ 

県河川の浚渫や特別支援を要する子どもたちの急増対策、

コメの生産調整、介護保険制度の問題で、３月４日日本共産

党湖南地区議員団で県の各部局と直接交渉を行いました。 

 

山
岡 

各
会
派
に
よ
る
代
表

質
問
、
今
回
も
１８
名
の
議
員
に

よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
が
。 

 

安
井 

一
般
質
問
の
場
合
、
持

ち
時
間
の

３０

分
を
ど
う
使
う

か
、
が
本
題
で
は
な
く
、
「
市
民

の
願
い
実
現
と
市
政
の
チ
ェ
ッ

ク
役
」
と
い
う
議
員
の
大
事
な
議

員
の
役
割
か
ら
見
て
ど
う
か
、
と

考
え
て
み
れ
ば
対
決
軸
が
な
い
。 

 

小
西 

何
を
主
張
し
た
い
の

か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。 

 

山
岡 

そ
う
。
あ
れ
は
ど
う
？

こ
れ
は
ど
う
？
で
は
な
く
、
こ
う

い
う
実
態
だ
か
ら
こ
う
す
る
べ

き
、
と
い
う
指
摘
が
な
い
と
。「
発

表
」
の
場
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

 

安
井 

新
年
度
予
算
案
の
集

中
審
議
で
も
積
極
的
に
発
言
し

問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 

小
西 

予
算
で
も
決
算
で
も
、

地
方
自
治
の
本
旨
に
立
っ
て
、
税

金
の
集
め
方
、
使
い
方
が
こ
れ
で

い
い
の
か
、
も
っ
と
市
民
の
立
場

に
立
っ
た
議
論
が
必
要
。 

 

山
岡 

今
回
も
議
案
提
案
権

を
生
か
し
て
６
本
の
意
見
書
を

提
案
し
た
が
全
部
否
決
…
。
い
ず

れ
も
市
民
の
暮
ら
し
に
と
っ
て

も
大
事
な
内
容
な
の
に
、
清
風
ク

ラ
ブ
と
公
明
は
こ
と
ご
と
く
反

対
。
な
ぜ
？
っ
て
い
う
感
じ
。 

 

小
西 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
の
「
慰
安

婦
」
発
言
等
に
対
し
て
、
あ
れ
だ

け
マ
ス
コ
ミ
で
も
問
題
視
し
て

い
る
の
に
、
「
ま
っ
た
く
問
題
な

い
」
と
い
い
き
っ
た
戎
脇
議
員
の

反
対
討
論
に
は
驚
い
た
。 

 

安
井 

竹
村
議
員
の
集
団
的

自
衛
権
反
対
の
討
論
は
圧
巻
だ

っ
た
。
介
護
や
雇
用
促
進
な
ど
も

含
め
て
、
政
府
に
何
ら
意
見
を
言

う
こ
と
が
で
き
な
い
議
員
で
は
、

市
民
の
暮
ら
し
は
守
れ
な
い
。 




